
地価動向レポート
〜地価調査編（R６.７.１時点）〜



【価格帯イメージ鳥瞰図】

【価格帯イメージ鳥瞰図とは】
令和6年7月1日時点の地価調査における価格及び対前年変
動率を基に価格帯と変動率帯の分布
をシステムにより作成したものです。
各地点の地価や変動率を正確に表したものではありません。栄

金山

今池・池下

名駅



地価調査は、国土利用計画法による土地取引の規制を適正かつ円滑に実施するため、

同法施行令に基づき都道府県知事が毎年７月１日時点の基準地の価格調査を実施し、そ

の結果を公表するものです。

これは、国の行う地価公示とあわせて一般の土地の取引価格の指標ともなるものです。

名古屋市では住宅都市局まちづくり企画部まちづくり企画課のホームページや、各区

役所及び支所、各市立図書館、市役所市民情報センターで地価調査の情報を閲覧するこ

とができます。

また、愛知県の都市計画課ホームページや、「愛知県統合型地理情報システム（マッ

プあいち）」のテーマ別（地価情報）、国土交通省のホームページ「土地総合情報シス

テム」などのインターネットからも閲覧することもできます。
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資料における用語の解説

地価調査における調査地点の名称基 準 地

市区町村別あるいは用途別において、基準地ごとの１平方
メートル当たりの価格の合計を当該基準地数で除して求め
たもの（100円未満を四捨五入）。

平 均 価 格

継続基準地ごとの価格の対前年変動率の合計を継続基準地
数で除して求めたもの（少数第2位を四捨五入）。
変動率(％)＝（当年価格－前年価格）/ 前年価格 × 100

平 均 変 動 率

居住用の建物の敷地に供されている土地住 宅 地

用 途 商業用の建物の敷地に供されている土地商 業 地

工場等の敷地に供されている土地工 業 地
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令和6年地価調査結果の概要

全国平均では、全用途平均・住宅地・商業地のいずれも3年連続で上昇し、上昇幅が拡
大した。

三大都市圏平均では、全用途平均は4年連続、住宅地は3年連続、商業地は12年連続で
上昇し、それぞれ上昇幅が拡大した。東京圏、大阪圏、名古屋圏では、全用途平均・
住宅地・商業地のいずれも上昇し、上昇幅が拡大した。

地方圏平均では、全用途平均・住宅地・商業地のいずれも2年連続で上昇した。全用途
平均・商業地は上昇幅が拡大し、住宅地は前年と同じ上昇率となった。

地方四市※1全用途平均・住宅地・商業地のいずれも12年連続で上昇したが、上昇幅は
縮小した。

全国の地価は、景気が緩やかに回復している中、地域や用途により差があるものの、
三大都市圏では上昇幅が拡大し、地方圏でも上昇幅が拡大又は上昇傾向が継続するな
ど、全体として上昇基調が強まっている。

◎令和5年7月以降の1年間の地価について
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 低金利環境の継続などにより、引き続き住宅需要は堅調であり、地価上昇が継続している。特
に、大都市圏の中心部などにおける地価上昇傾向が強まっている。都市中心部の地価上昇に伴
い、周辺部にも地価上昇の範囲が拡大しており、特に、地方四市の中心部の地価上昇に伴い需
要が波及した周辺の市等では、高い上昇となっている。

 人気の高いリゾート地では、別荘やコンドミニアムに加え、移住者用住居などの需要が増大し、
引き続き高い上昇となった地点が見られる。

 鉄道新路線等の開業による交通利便性の向上などを受け、上昇幅が拡大した地点が見られる。

 最も上昇率が高い都道府県は沖縄県（5.8％）、県庁所在都市では福岡市（9.5％）であった。

◎地価動向の特徴①

 主要都市では、店舗・ホテルなどの需要が堅調であり、オフィスについても空室率の低下傾向
や賃料の上昇傾向によって収益性が向上していることなどから、地価上昇が継続している。

 外国人を含めた観光客が回復した観光地では、高い上昇となった地点が見れる。

 都市中心部付近では、マンション需要との競合により、引き続き高い上昇となった地点が見ら
れる。

 再開発事業等が進展している地域では、利便性や賑わいの向上への期待感などから、地価上昇
が継続している。

 最も上昇率が高い都道府県は東京都(8.4%）、県庁所在都市では福岡市（13.2％）であった。

住宅地

商業地

令和6年地価調査結果の概要
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 ｅコマース市場の拡大による大型物流施設用地等に対する需要を背景として、高速道路等
へのアクセスが良好な工業地では、引き続き高い上昇となった地点が見られる。

工業地

 大手半導体メーカーの工場が進出する地域では、関連企業も含めた従業員向け
の住宅需要のほか、関連企業の工場用地や店舗等の需要も旺盛となっており、
住宅地、商業地、工業地ともに高い上昇となっている。

 令和6 年能登半島地震被災地をはじめ、災害で大きな被害を受けた地域では、
地価が大きく下落している。

その他

◎地価動向の特徴②

令和6年地価調査結果の概要



(%)

6調査 5調査 6調査 5調査 6調査 5調査 6調査 5調査

0.9 0.7 2.4 1.5 3.4 2.6 1.4 1.0

3.0 2.2 6.2 4.0 6.0 4.5 3.9 2.7

東京圏 3.6 2.6 7.0 4.3 6.6 4.7 4.6 3.1

大阪圏 1.7 1.1 6.0 3.6 6.3 4.5 2.9 1.8

名古屋圏 2.5 2.2 3.8 3.4 3.5 3.5 2.9 2.6

0.1 0.1 0.9 0.5 2.4 1.9 0.4 0.3

地方四市 5.6 7.5 8.7 9.0 14.1 12.6 3.8 8.1

そ　の　他 ▲0.1 ▲0.2 0.5 0.1 2.3 1.7 0.2 0.0

地価変動率の推移

※3 名古屋圏における令和6年地価調査の地点数は、住宅地544地点、商業地265地点、工業地37地点である。

全国

三大都市圏

地方圏

※1「地方四市」とは、札幌市、仙台市、広島市、福岡市の4市をいう。

※2「名古屋圏」とは、中部圏開発整備法による都市整備区域を含む市町村の区域をいう。

圏　　域
住宅地 商業地 工業地 全用途

◎地価動向の特徴③

令和6年地価調査結果の概要
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政令指定都市及び東京都区部における平均価格及び変動率【住宅地】

令和6年 令和5年 令和6年 令和5年 令和6年 令和5年
名古屋 223,100 212,200 100 100 4.3 3.9
東京23区 696,400 647,900 312 305 6.7 4.2
札幌 107,500 103,500 48 49 3.6 12.5
仙台 139,200 130,800 62 62 6.3 7.1
新潟 51,500 51,100 23 24 0.2 0.7
さいたま 205,300 200,000 92 94 2.3 2.6
千葉 121,600 115,600 55 54 4.2 2.6
川崎 302,100 288,400 135 136 4.4 2.4
横浜 254,400 244,000 114 115 3.4 2.5
相模原 158,300 151,000 71 71 3.2 2.1
静岡 115,600 114,200 52 54 0.6 0.1
浜松 61,500 61,200 28 29 ▲0.1 ▲ 0.2
京都 220,900 215,200 99 101 2.6 1.7
大阪 270,800 258,200 121 122 4.5 2.5
堺 143,300 139,400 64 66 2.3 2.8
神戸 196,700 189,200 88 89 3.2 2.4
岡山 61,100 59,500 27 28 1.4 1.1
広島 116,000 112,800 52 53 1.7 1.4
北九州 61,000 59,600 27 28 1.7 1.3
福岡 202,900 184,400 91 87 9.5 8.2
熊本 69,800 68,300 31 32 2.3 1.8

（注）平均価格指数は、名古屋の平均価格を１００として算出したもの。

都市名
平均価格（円／㎡） 平均価格指数 平均変動率（％）

9



他都市等の平均価格及び平均変動率【住宅地】
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全国の価格及び変動率順位【住宅地】①
◆価格上位順【住宅】

1 東京都港区赤坂一丁目１４２４番１『赤坂１－１４－１１』 5,560,000 円/㎡

2 東京都千代田区六番町６番１外 4,620,000 円/㎡

3 東京都千代田区三番町９番４ 3,580,000 円/㎡

4 東京都千代田区麹町二丁目１０番４外 2,990,000 円/㎡

5 東京都千代田区二番町１２番１０ 2,650,000 円/㎡

6 東京都港区六本木五丁目３６７番１『六本木５－１３－１』 2,650,000 円/㎡

7 東京都港区南青山四丁目４８７番『南青山４－２６－１８』 2,200,000 円/㎡

8 東京都港区西麻布三丁目４番２１『西麻布３－１５－８』 2,080,000 円/㎡

9 東京都渋谷区神宮前三丁目１３番１３『神宮前３－１３－１３』 2,040,000 円/㎡

10 東京都港区芝浦四丁目１番３４『芝浦４－５－１６』 1,920,000 円/㎡

◇対前年変動率上位順
1 沖縄県国頭郡恩納村字真栄田真栄田原３６番外 29.0 ％

2 沖縄県宮古島市伊良部字池間添下桃山２１９番 26.1 ％

3 北海道宮古島市伊良部字池間添下桃山２１９内 23.5 ％

4 沖縄県宮古島市平良字西里アラバ１５３７番３ 23.4 ％

5 北海道千歳市東雲町５丁目５２番 23.4 ％

6 沖縄県宮古島市上野字上野ソバンメ３９４番１５ 20.2 ％

7 沖縄県宮古島市下地字上地ツーガ家５０２番６ 20.2 ％

8 北海道富良野市北の峰町１９８１番６２『北の峰町１１－２１』 20.1 ％

9 沖縄県宮古島市城辺字保良村内５０７番 19.5 ％

10 沖縄県宮古島市城辺字砂川島中原１０２番 19.3 ％
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全国の価格及び変動率順位【住宅地】②
◇対前年変動率下位順

1 石川県輪島市河井町壱五部90番56外 ▲ 14.8%

2 石川県輪島市門前町舘イ1番1外 ▲ 13.8%

3 石川県鳳珠郡穴水町字由比ケ丘は28番 ▲ 13.8%

4 石川県鳳珠郡能登町字鵜川弐〇字35番5 ▲ 13.7%

5 石川県鳳珠郡能登町字松波壱〇字69番 ▲ 13.3%

6 石川県河北郡内灘町字宮坂ホ20番 ▲ 13.2%

7 石川県羽咋郡志賀町富来高田参7番 ▲ 11.4%

8 石川県鳳珠郡穴水町字大町ハ63番12外 ▲ 11.3%

9 石川県七尾市阿良町31番3・33番合併外 ▲ 10.9%

10 石川県鳳珠郡能登町字小木壱参字55番 ▲ 10.6%

◇名古屋市の最上位及び最下位【住宅地】

円／㎡

％

％

％0

価格最上位

対前年変動率最上位

中区錦１丁目３２４番１

千種区橋本町２丁目１３番２外

港区六軒家１２０４番外

対前年変動率最下位

西区大野木１丁目１２４番

1,750,000

16.9

0
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全国の価格及び変動率順位【商業地】①
◆価格上位順【商業】

◇対前年変動率上位順

1 東京都中央区銀座二丁目２番１９外『銀座２－６－７』 42,100,000 円/㎡

2 東京都中央区銀座六丁目４番１３外『銀座６－８－３』 30,000,000 円/㎡

3 東京都港区北青山三丁目３３番２『北青山３－５－３０』 29,000,000 円/㎡

4 東京都千代田区丸の内三丁目２番外『丸の内３－３－１』 27,000,000 円/㎡

5 東京都千代田区大手町一丁目５番３９外『大手町１－８－１』 25,700,000 円/㎡

6 大阪府大阪市北区大深町２０７番外『大深町４－２０』 23,900,000 円/㎡

7 大阪府大阪市中央区宗右衛門町４６番１外『宗右衛門町７－２』 22,400,000 円/㎡

8 東京都新宿区西新宿一丁目１８番２『西新宿１－１８－２』 21,400,000 円/㎡

9 愛知県名古屋市中村区名駅３丁目２７０１番外『名駅三丁目２８番１２号』 19,600,000 円/㎡

10 東京都新宿区新宿三丁目５番２外『新宿３－５－４』 19,400,000 円/㎡

1 熊本県菊池郡大津町大字室字門出176番4 33.3 ％

2 熊本県菊池郡大津町大字大津字拾六番町屋敷１０９６番２外 33.3 ％

3 熊本県菊池郡菊陽町大字津久礼字石坂２３４３番２ 32.5 ％

4 長野県北安曇郡白馬村大字北城字新田３０２０番８３７外 30.2 ％

5 熊本県菊池郡大津町大字引水字三吉原７５０番２外 28.0 ％

6 岐阜県高山市上三之町５１番 27.1 ％

7 熊本県菊池郡菊陽町大字津久礼字平ノ上１１番８ 25.8 ％

8 東京都台東区西浅草二丁目６６番２『西浅草２－１３－１０』 25.0 ％

9 北海道千歳市北栄２丁目１３４５番２７『北栄２－３－９』 24.5 ％

10 北海道千歳市末広２丁目１２２番２外内『末広２－６－３』 24.2 ％ 13



◇対前年変動率下位順

全国の価格及び変動率順位【商業地】②

1 石川県輪島市新橋通八字2番18 ▲ 17.1%

2 石川県輪島市門前町清水壱2番 ▲ 16.3%

3 石川県鳳珠郡能登町字松波壱○字26番1 ▲ 14.7%

4 石川県珠洲市飯田町壱壱部67番5 ▲ 14.2%

5 石川県鳳珠郡能登町字宇出津ム字10番1 ▲ 12.5%

6 石川県高岡市伏木古国府254番『伏木古国府3-8』 ▲ 11.3%

7 石川県七尾市能登島向田町に12番1 ▲ 9.1%

8 石川県七尾市中島町中島八43番1 ▲ 8.8%

9 石川県鳳珠郡穴水町字鵜島ハ19番他 ▲ 8.7%

10 石川県羽咋郡志賀町高浜町ク3番75 ▲ 7.5%

◇名古屋市の最上位及び最下位【商業地】

円／㎡

％

％中区新栄２丁目１３０４番外

17.4

対前年変動率最下位 0.2

対前年変動率最上位 千種区末盛通５丁目６番外

価格最上位 中村区名駅3丁目2701番外 19,600,000
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名古屋市の地価調査の特徴【住宅地】①

名古屋市では、4.3％上昇（3.9％上昇）。全16 区のうち、７区で上昇幅が拡大、9 区で上
昇幅が縮小となった。

市中心部では、中区で6.3％上昇（10.2％上昇）、中村区で8.7％上昇（5.8％上昇）、熱
田区で8.3％上昇（6.8％上昇）、東区で4.5％上昇（4.9％上昇）となった。

区別では中村区が8.7％(5.8％)、熱田区が8.3％(6.8 ％)、千種区が7.7％(6.1％)
など、全ての区で引き続き上昇となった。また7区で昨年より上昇率が拡大した。

最高価格は中区錦1丁目の地点で1,750千円/㎡(1,630千円/㎡)、次いで中区丸の内1
丁目、中村区則武２丁目と続く。

対前年変動率も千種区橋本町２丁目の地点が16.9％(15.8％)と最も高く、次いで中村
区則武２丁目、千種区桐林町２丁目と続く。

( )内は昨年の数値
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令和6年地価調査 対前年変動率【住宅地】

名古屋市の地価調査の特徴【住宅地】②
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対前年変動率及び価格の各区平均【住宅地】
（注）同じ変動率で順位が異なるのは、小数点第2位以下の四捨五入によるもの。

名古屋市の価格及び変動率の傾向【 住宅地 】 ①

令和6年 令和5年 平均価格 最高価格 最低価格

千種 7.7 6.1 336,800 575,000 168,000

東 4.5 4.9 392,000 664,000 226,000

北 1.9 2.6 174,600 247,000 106,000

西 2.2 2.9 174,300 308,000 117,000

中村 8.7 5.8 292,000 690,000 166,000

中 6.3 10.2 999,000 1,750,000 407,000

昭和 2.4 2.9 316,300 383,000 275,000

瑞穂 3.7 3.8 261,200 318,000 214,000

熱田 8.3 6.8 238,700 266,000 198,000

中川 2.2 3.8 140,000 216,000 79,800

港 1.4 1.5 100,700 133,000 55,100

南 6.3 6.9 180,300 245,000 147,000

守山 4.4 2.3 139,100 198,000 90,000

緑 4.5 4.0 163,100 198,000 136,000

名東 3.8 2.3 211,200 298,000 146,000

天白 4.4 2.9 191,100 250,000 159,000

名古屋市 4.3 3.9 223,100

区名
平均変動率（％） 価格（円/㎡）
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価格上位順【住宅地】

対前年変動率上位順【住宅地】

対前年変動率下位順【住宅地】

1 円／㎡

2 円／㎡

3 円／㎡

4 円／㎡

5 円／㎡千種区橋本町２丁目１３番２外 575,000

中区丸の内１丁目７３５番 840,000

中村区則武２丁目２２０１番 690,000

東区橦木町３丁目４番 664,000

中区錦１丁目３２４番１ 1,750,000

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 ％

千種区月見坂町１丁目１８番３ 10.4

千種区今池南１１１０番 10.4

千種区橋本町２丁目１３番２外 16.9

中村区則武２丁目２２０１番 15.0

千種区桐林町２丁目３７番 10.7

名古屋市の価格及び変動率の傾向【 住宅地 】 ②

18

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 ％

港区秋葉１丁目１３０番１０７ 0.1

中川区富田町大字千音寺字中屋敷3906番1外 0.4

港区龍宮町１番３７ 0.5

港区六軒家１２０４番外 0

西区大野木１丁目１２４番 0



名古屋市の地価調査の特徴【商業地】①

名古屋市では、5.8％上昇（5.3％上昇）。全16 区のうち、9区で上昇幅が拡大、7 区で上
昇幅が縮小となった。

市中心部では、中区で5.7％上昇（ 5.6 ％上昇）、中村区で7.8％上昇（ 6.2 ％上昇）、熱
田区で10.2％上昇（ 7.3 ％上昇）、東区で6.3％上昇（ 7.0 ％上昇）となった。

区別では千種区が12.6％(8.8％)、熱田区が10.2％(7.3 ％)、中村区が7.8％
(6.2％) など、全ての区で引き続き上昇となった。また9区で昨年より上昇率が拡大した。

最高価格は名駅３丁目の地点で19,600千円/㎡(19,200千円/㎡)、次いで中村区名駅
４丁目、中区錦３丁目と続く。

対前年変動率も千種区末盛通５丁目の地点が17.4％(10.1％)と最も高く、次いで千種
区姫池通３丁目、千種区池下１丁目と続く。

19



令和6年地価調査 対前年変動率【商業地】

20

名古屋市の地価調査の特徴【商業地】②



対前年変動率及び価格の各区平均【商業地】
（注）同じ変動率で順位が異なるのは、小数点第2位以下の四捨五入によるもの。

名古屋市の価格及び変動率の傾向【商業地】①

令和6年 令和5年 平均価格 最高価格 最低価格

千種 12.6 8.8 691,200 1,020,000 340,000

東 6.3 7.0 652,300 1,250,000 276,000

北 4.2 4.7 243,600 345,000 130,000

西 5.0 5.1 312,100 600,000 185,000

中村 7.8 6.2 4,655,200 19,600,000 302,000

中 5.7 5.6 2,100,100 8,580,000 455,000

昭和 5.2 3.3 343,400 520,000 259,000

瑞穂 4.2 5.4 301,800 385,000 230,000

熱田 10.2 7.3 396,800 710,000 245,000

中川 4.3 6.7 210,500 300,000 120,000

港 2.0 2.3 145,700 198,000 109,000

南 4.6 5.9 180,800 253,000 147,000

守山 4.0 2.7 141,800 169,000 115,000

緑 4.8 4.3 179,600 236,000 143,000

名東 5.2 3.9 303,700 526,000 175,000

天白 3.7 2.8 229,200 277,000 177,000

名古屋市 5.8 5.3 1,106,600

区名
平均変動率（％） 価格（円/㎡）
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1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 ％

中区新栄１丁目３５０３番３ 0.8

北区西味鋺２丁目１４０番 0.8

中区新栄２丁目１３０４番外 0.2

港区小賀須３丁目１６２１番 0.8

中川区一色新町3丁目1408番外 0.8

価格上位順【商業地】

対前年変動率上位順【商業地】

対前年変動率下位順【商業地】

1 円／㎡

2 円／㎡

3 円／㎡

4 円／㎡

5 円／㎡

中村区名駅３丁目２７０１番外

中村区名駅４丁目６０１番１外

中区錦３丁目２４１２番

中村区椿町１０９番１外

中村区名駅３丁目２６０５番

19,600,000

12,100,000

8,580,000

7,250,000

7,100,000

名古屋市の価格及び変動率の傾向【商業地】②

1 ％

2 ％

3 ％

4 ％

5 ％

千種区姫池通３丁目７番 16.8

千種区末盛通５丁目６番外 17.4

千種区池下１丁目４１３番 16.0

千種区内山３丁目２６０５番 15.3

中村区名駅２丁目４０１０番 15.2

22
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●用途別の平均価格の推移

名古屋市の平均価格及び平均変動率の推移①

（千円／㎡）



●住宅地の平均価格の推移

名古屋市の平均価格及び平均変動率の推移②

24

（千円／㎡）



名古屋市の平均価格及び平均変動率の推移③

●用途別の平均変動率の推移

25

（千円／㎡）



令和6年地価調査 価格帯イメージ図 参考図

【注記】
本価格帯イメージ図は令和６年7月1日時点の地価調査におけ
る価格を基に価格帯の分布をシステムにより作成したもので
あり、各地点の地価を正確に表したものではありません。 26



令和6年地価調査 変動率帯イメージ図

- 12 -

【注記】
本変動率帯イメージ図は令和６年7月1日時点の地価調査にお
ける対前年変動率を基に変動率帯の分布をシステムにより作
成したものであり、各地点の変動率を正確に表したものでは
ありません。

参考図
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地価調査 価格帯イメージ図 推移①

令和2年 令和3年

【注記】本価格帯イメージ図は令和2年・令和3年・令和4年・令和5年7月1日
時点の地価調査における価格を基に価格帯の分布をシステムにより作
成したものであり、各地点の地価を正確に表したものではありません。

参考図

28



- 15 -

【注記】本価格帯イメージ図は令和2年・令和3年・令和4年・令和5年7月1
日時点の地価調査における価格を基に価格帯の分布をシステムに
より作成したものであり、各地点の地価を正確に表したものではあ
りません。

令和5年令和4年

地価調査 価格帯イメージ図 推移② 参考図
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地価調査 変動率帯イメージ図 推移①

令和2年 令和3年

【注記】本変動率帯イメージ図は令和2年・令和3年・令和4年・令
和5年7月1日時点の地価調査における対前年変動率を基に
変動率帯の分布をシステムにより作成したものであり、各
地点の変動率を正確に表したものではありません。

参考図
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令和5年令和4年

【注記】本変動率帯イメージ図は令和2年・令和3年・令和4年・令和5年7月1日
時点の地価調査における対前年変動率を基に変動率帯の分布をシステム
により作成したものであり、各地点の変動率を正確に表したものではあ
りません。

地価調査 変動率帯イメージ図 推移② 参考図
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お問い合わせ先

名古屋市 住宅都市局まちづくり企画部 まちづくり企画課
（市役所西庁舎４階）

電話番号 ０５２－９７２－４４７９


